令和４年４月　報道機関との定例懇談会　要旨

· 情報提供項目
新型コロナウイルスのワクチン接種、山根べっぴんの湯営業再開、映画Ｒｉｂｂｏｎ特別上映会＆のん監督トークショーを市長からお知らせした。
コロナのワクチン接種、また成人式の中止や事業について、市長からお知らせした。
· 記者との質疑応答
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	先週、県が日本海溝・千島海溝沿いの最大クラスの断層モデルに加え、過去に県内で発生した最大クラスの津波も対象とした浸水想定を発表した。沿岸の９市町村が浸水地域にあたると発表された。先週報道で、市長が庁舎浸水について記事が掲載されたが、それについてお聞きしたい

内閣府の発表だと5.3ｍの浸水の可能性があるということだったが、県の発表だと最大6.85ｍ、浸水規模が更に拡大する可能性があると発表があった。市民の避難所のあり方については、これから着手することとしている。あわせて市役所の浸水が厳しくなるとデータがでているので、移転含めてしっかりと検討する必要がある。防災センターはさらに海側にある。いざという時の災害対策の拠点になるので、そちらも検討していかなければならないと思っている。市役所はどこにあるかというのは、将来のまちづくりに大きな影響がある。いろいろな意見をいただきながら検討していかなければならない。
今の話を聞くと移転ありきではなく、どのような方法があると検討することか。
市役所をどうするか、防災の拠点をどうするか検討しなければならない。時期は明言できないが、これからどのように検討するかを考えていかなければならない。
高層化というのは、検討の選択肢にあるのか。

検討していかなければならない。
住民の避難という話だが、被害想定自体が８月に予定されていると思う。ある程度の被害想定が出て、住民の避難は年度内に決定するなど、粗々の見通しを立てて取り組むという考えはあるのか。
時期はお話しできる状態にはない。既存の公共施設を避難所に指定しているところがあるが、今までの避難所も浸水区域に入るところがかなりある。具体的にこれから考えていかなければならない。浸水区域が広範囲になるということは、対象の住民が多くなるということなので、その人たちがしっかり避難できる場所を、どこにどれくらい整備をするか、年内にできるかどうか。いろいろなデータを取らなければならない。
住民の皆さんの意見も、当然聞かなければならない。市が一方的に決めるわけにはいかない。市民の協力がないとできないので、意見いただきながらやっていくと考えている。

ハザードマップを作り直すということか。
そうである
時期としてはいつになるか。

今年度全戸配布目標として進めている。目途とすれば、秋に更新作業を終わらせ、２月印刷完了。年度内には全戸配布したいと考えている。
今回の新想定を配慮したものか
そうである。昨年度洪水想定も更新された。土砂災害の区域の指定もあった。そういったもの含めて総合的に更新したい
８月に出る県の被害想定をいれるか。
考慮しながら進めていきたい。８月に県から示されるのは、市町村ごとの被害想定の数値と聞いている。ハザードマップの基礎資料は県から届いているので作業に入れると思っている。中心部が津波の浸水区域に入ってくるということになるので、ハザードマップを配布して終わりというわけにはいかない。それを受けて自主防災組織の結成を急いでいかなければならに。市民の協力がないとできない。地域ごとのシュミレーションで訓練しなければならない。やることはたくさんある。市民の生命と財産を守るということになれば、国と県のしっかりとした支援を求めていきたい。

県の発表した浸水エリアのＧＩＳデータなどあるのか。中心部の浸水想定を教えてほしい。
ＨＰに掲載してあるデータのみ。詳しい浸水深はまだ届いていない。


